
(57)【要約】

【課題】より簡易に複数のキャスタのロック機構を同時

に切り替えられる超音波診断装置を提供する。

【解決手段】切替機構１４は、キャスタのロック機構の

一部である回転軸２４に接続されている。切替機構１４

は、複数のロック機構に接続され、各ロック機構の作動

状態を同時に切り換えるための回転運動をするシャフト

３４と、ユーザーにより足踏み操作される２つのペダル

３０，３２と、２つのペダル３０，３２に対応して設け

られ、ユーザーによる足踏み操作をシャフト３４に伝達

してシャフト３４を回転運動させる２つの伝達機構３６

，３８を有する。２つの伝達機構３６，３８は、足踏み

操作を互いに異なる伝達効率でシャフト３４に伝達する

。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 作 動 状 態 を と り 得 る ロ ッ ク 機 構 を 備 え た 複 数 の キ ャ ス タ と 、
　 前 記 複 数 の キ ャ ス タ に お け る 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 同 時 に 切 り 替 え る 切 替 機 構
と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 切 替 機 構 は 、
　 前 記 複 数 の ロ ッ ク 機 構 に 連 結 さ れ 、 回 転 運 動 に よ り 前 記 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を
同 時 に 切 り 換 え る シ ャ フ ト 部 材 と 、
　 ユ ー ザ ー に よ り 足 踏 み 操 作 さ れ る 複 数 の ペ ダ ル と 、
　 複 数 の ペ ダ ル に 対 応 し て 設 け ら れ 、 ユ ー ザ ー に よ る 足 踏 み 操 作 を 前 記 シ ャ フ ト 部 材 に 伝
達 し て 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 回 転 運 動 さ せ る 複 数 の 伝 達 機 構 で あ っ て 、 前 記 足 踏 み 操 作 を 互
い に 異 な る 伝 達 効 率 で 前 記 シ ャ フ ト 部 材 に 伝 達 す る 複 数 の 伝 達 機 構 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 伝 達 機 構 は 、
　 前 記 ペ ダ ル と 一 体 構 成 さ れ 、 前 記 ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 に よ り 運 動 す る 操 作 体 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト 部 材 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 操 作 体 の 運 動 を 受 け て 前 記 シ ャ フ ト に 回 転 運 動
と し て 伝 達 す る 受 動 体 と 、
　 を 有 し 、 前 記 伝 達 機 構 ご と に 、 前 記 操 作 体 と 前 記 受 動 体 と の 接 続 関 係 が 異 な る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 伝 達 機 構 は 、
　 対 応 す る ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 に よ り 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 一 方 向 へ 回 転 さ せ る 第 一 伝 達
機 構 と 、
　 対 応 す る ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 に よ り 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 他 方 向 へ 回 転 さ せ る 第 二 伝 達
機 構 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の ペ ダ ル は 、
　 前 記 第 一 伝 達 機 構 に 対 応 す る ペ ダ ル で あ る 第 一 ペ ダ ル と 、
　 第 一 ペ ダ ル と 並 ん で 設 け ら れ 、 前 記 第 二 伝 達 機 構 に 対 応 す る ペ ダ ル で あ る 第 二 ペ ダ ル と
、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 一 ペ ダ ル と 前 記 第 二 ペ ダ ル と を 同 時 に 足 踏 み 操 作 す る こ と に よ り 、 前 記 シ ャ フ ト
部 材 が 前 記 複 数 の ロ ッ ク 機 構 を 特 定 の 作 動 状 態 に 切 り 替 え る 中 立 回 転 位 置 に 回 転 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ペ ダ ル は 、
　 ペ ダ ル 本 体 部 と 、
　 前 記 ペ ダ ル 本 体 部 の 上 面 を 覆 い 、 前 記 足 踏 み 操 作 を 受 け 付 け る カ バ ー 体 で あ っ て 、 前 記
ペ ダ ル 本 体 部 よ り 幅 広 の カ バ ー 体 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 複 数 の キ ャ ス タ を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 超 音 波 を 送 受 波 し て 生 体 の 超 音 波 診 断 を 行 な う 超 音 波 診 断 装 置 が 広 く 知 ら れ
て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 は か な り の 重 量 と な る た め 、 そ の 移 動 を 容 易 に す る た め に 複 数 の
キ ャ ス タ が 設 け ら れ て い る こ と が 多 い 。 各 キ ャ ス タ に は ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ て お り 、 超
音 波 診 断 装 置 を 所 望 の 位 置 に 移 動 し た 後 は 、 各 キ ャ ス タ の ロ ッ ク 機 構 を 作 動 さ せ 、 超 音 波
診 断 装 置 の 移 動 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の と き 、 各 キ ャ ス タ 毎 に ロ ッ ク 機 構 の 作 動 操 作 を 行 な う こ と は 、 操 作 者 に と っ て 煩 雑
で あ る 。 そ こ で 、 従 来 か ら 、 簡 易 に 複 数 の キ ャ ス タ を 同 時 に ロ ッ ク で き る 超 音 波 診 断 装 置
が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ロ ッ ク ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 に よ り 複 数 の キ
ャ ス タ の 車 輪 の 回 転 を 同 時 に ロ ッ ク す る 超 音 波 診 断 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ れ に よ れ ば
、 １ 回 の 足 踏 み 操 作 で 複 数 の キ ャ ス タ を 同 時 に ロ ッ ク で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 超 音 波
診 断 装 置 で は 、 車 輪 の 旋 回 の み を ロ ッ ク す る 旋 回 ロ ッ ク に つ い て は 考 慮 さ れ て い な か っ た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 一 部 で は 、 シ ー ソ ー 式 ペ ダ ル の 操 作 に よ り 、 複 数 の キ ャ ス タ に つ い て 旋 回 ロ ッ
ク も 可 能 な 超 音 波 診 断 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ は 、 シ ー ソ ー 式 ペ ダ ル を 前 後 に 倒 す こ
と で 、 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 同 時 に 、 車 輪 の 旋 回 の み を ロ ッ ク す る 旋 回 ロ ッ ク 状
態 、 ま た は 、 車 輪 の 回 転 と 旋 回 を ロ ッ ク す る 全 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。 ま
た 、 シ ー ソ ー 式 ペ ダ ル を 水 平 に す る こ と で 、 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を ロ ッ ク 解 除 状
態 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ れ ば 、 よ り 自 由 度 の 高 い キ ャ ス タ の ロ ッ ク を よ り 簡 易 に
行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － ７ ６ ４ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 、 旋 回 ロ ッ ク 状 態
に し た い 場 合 は ペ ダ ル の 前 倒 し 操 作 、 全 ロ ッ ク 状 態 に し た い 場 合 は 後 倒 し 操 作 、 ロ ッ ク 解
除 状 態 に し た い 場 合 は ペ ダ ル の 水 平 操 作 、 と い う よ う に 作 動 状 態 毎 に 異 な る 操 作 が 必 要 と
な っ て い た 。 こ の よ う な 、 複 数 の 異 な る 操 作 は 、 操 作 者 に と っ て 不 便 で あ る ば か り で な く
、 操 作 者 の 混 乱 も 招 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 よ り 簡 易 に 複 数 の キ ャ ス タ の ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 切 り 替 え ら れ る
超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 複 数 の 作 動 状 態 を と り 得 る ロ ッ ク 機 構 を 備 え た 複 数 の キ ャ
ス タ と 、 前 記 複 数 の キ ャ ス タ に お け る 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 同 時 に 切 り 替 え る 切
替 機 構 と 、 を 含 み 、 前 記 切 替 機 構 は 、 前 記 複 数 の ロ ッ ク 機 構 に 連 結 さ れ 、 回 転 運 動 に よ り
前 記 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 同 時 に 切 り 換 え る シ ャ フ ト 部 材 と 、 ユ ー ザ ー に よ り 足
踏 み 操 作 さ れ る 複 数 の ペ ダ ル と 、 複 数 の ペ ダ ル に 対 応 し て 設 け ら れ 、 ユ ー ザ ー に よ る 足 踏
み 操 作 を 前 記 シ ャ フ ト 部 材 に 伝 達 し て 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 回 転 運 動 さ せ る 複 数 の 伝 達 機 構
で あ っ て 、 前 記 足 踏 み 操 作 を 互 い に 異 な る 伝 達 効 率 で 前 記 シ ャ フ ト 部 材 に 伝 達 す る 複 数 の
伝 達 機 構 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 適 な 態 様 で は 、 前 記 伝 達 機 構 は 、 前 記 ペ ダ ル と 一 体 構 成 さ れ 、 前 記 ペ ダ ル の 足 踏 み 操
作 に よ り 運 動 す る 操 作 体 と 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 操 作 体 の 運 動 を 受 け
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て 前 記 シ ャ フ ト に 回 転 運 動 と し て 伝 達 す る 受 動 体 と 、 を 有 し 、 前 記 伝 達 機 構 ご と に 、 前 記
操 作 体 と 前 記 受 動 体 と の 接 続 関 係 が 異 な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 好 適 な 態 様 で は 、 前 記 複 数 の 伝 達 機 構 は 、 対 応 す る ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 に よ り 、 前
記 シ ャ フ ト 部 材 を 一 方 向 へ 回 転 さ せ る 第 一 伝 達 機 構 と 、 対 応 す る ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 に よ
り 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 他 方 向 へ 回 転 さ せ る 第 二 伝 達 機 構 と 、 を 有 す る 。 望 ま し く は 、 前
記 複 数 の ペ ダ ル は 、 前 記 第 一 伝 達 機 構 に 対 応 す る ペ ダ ル で あ る 第 一 ペ ダ ル と 、 前 記 第 一 ペ
ダ ル と 並 ん で 設 け ら れ 、 前 記 第 二 伝 達 機 構 に 対 応 す る ペ ダ ル で あ る 第 二 ペ ダ ル と 、 を 有 し
、 前 記 第 一 ペ ダ ル と 前 記 第 二 ペ ダ ル と を 同 時 に 足 踏 み 操 作 す る こ と に よ り 、 前 記 シ ャ フ ト
部 材 が 前 記 複 数 の ロ ッ ク 機 構 を 特 定 の 作 動 状 態 に 切 り 替 え る 中 立 回 転 位 置 に 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 別 の 好 適 な 態 様 で は 、 前 記 ペ ダ ル は 、 ペ ダ ル 本 体 部 と 、 前 記 ペ ダ ル 本 体 部 の 上 面 を 覆 い
、 前 記 足 踏 み 操 作 を 受 け 付 け る カ バ ー 体 で あ っ て 、 前 記 ペ ダ ル 本 体 部 よ り 幅 広 の カ バ ー 体
と 、 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 と い う 単 一 の 操 作 で 、 ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 異
な る も の に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 よ り 簡 易 に 超 音 波 診 断 装 置 の 複 数 の キ ャ ス タ
の ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 切 り 替 え ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実
施 の 形 態 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 前 斜 方 向 お よ び 後 斜 方 向 か ら み た 概 略 斜 視 図 で あ る
。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 本 体 部 １ ２ は 、 超 音 波 診 断 を 行 な う た め の コ ン ピ ュ ー タ や 、
超 音 波 画 像 を 表 示 す る た め の モ ニ タ な ど を 備 え て お り 、 全 体 と し て か な り の 重 量 と な っ て
い る 。 し た が っ て 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 移 動 を 容 易 に す る た め 本 体 部 １ ２ の 底 面 に は 、
前 ２ 輪 、 後 ２ 輪 、 計 ４ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 各 キ ャ ス タ １ ８ は 、 複 数 の 作
動 状 態 を と り 得 る ロ ッ ク 機 構 を 備 え て お り 、 後 述 す る フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ お よ び リ ア 切
替 機 構 １ ６ に よ り 、 そ の 作 動 状 態 の 切 り 替 え が で き る よ う に な っ て い る 。 操 作 者 は 、 各 切
替 機 構 １ ４ ， １ ６ の 一 部 で あ る ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ ， ５ ０ ， ５ ２ の 足 踏 み 操 作 に よ り ロ ッ ク
機 構 の 作 動 状 態 を 切 り 替 え る 。 以 下 、 こ の フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ お よ び リ ア 切 替 機 構 １ ６
に つ い て 詳 説 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ と 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と の 接 続 状 態 を 示 し
た 図 で あ る 。 フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ は 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 接 続 さ れ て お
り 、 こ の ２ つ の キ ャ ス タ １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に お け る 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 同 時 に 切
り 替 え る 。 な お 、 以 下 の 図 で は 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ ， ５ ０ ， ５ ２ は 、 ペ ダ ル 本 体 部 の み を
図 示 し 、 ペ ダ ル の カ バ ー 体 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 キ ャ ス タ １ ８ の 構 成 に つ い て 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ を 用 い て 簡 単 に 説 明 す る 。 図 ３ Ａ
は キ ャ ス タ １ ８ の 斜 視 図 、 図 ３ Ｂ は キ ャ ス タ １ ８ の 断 面 斜 視 図 で あ る 。 上 述 し た よ う に 各
キ ャ ス タ １ ８ は 複 数 の 作 動 状 態 を と り 得 る ロ ッ ク 機 構 ２ ２ を 有 す る 。 ロ ッ ク 機 構 ２ ２ の 作
動 状 態 と し て は 、 車 輪 ２ ０ の 旋 回 の み を ロ ッ ク す る 旋 回 ロ ッ ク 状 態 、 車 輪 ２ ０ の 旋 回 お よ
び 回 転 を ロ ッ ク す る 全 ロ ッ ク 状 態 、 ロ ッ ク が 解 除 さ れ た ロ ッ ク 解 除 状 態 の ３ 状 態 が あ る 。
こ の ロ ッ ク 機 構 ２ ２ の 作 動 状 態 は 、 キ ャ ス タ １ ８ の 外 部 に 突 出 し た 回 転 軸 ２ ４ の 回 転 角 度
に よ り 切 り 替 わ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ロ ッ ク 機 構 ２ ２ は 、 キ ャ ス タ １ ８ の 外 部 に 突 出 し た 回 転 軸 ２ ４ と 、 こ れ に 接 続 さ れ た カ
ム ２ ６ 、 カ ム ２ ６ の 動 き に 応 じ て 上 下 移 動 す る 移 動 体 ２ ８ な ど を 有 し て い る 。 移 動 体 ２ ８
は 、 カ ム ２ ６ の 回 転 角 度 に 応 じ て 、 ３ つ の 高 さ 、 す な わ ち 、 最 も 下 方 と な る 第 一 高 さ 、 最
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も 上 方 と な る 第 三 高 さ 、 第 一 高 さ と 第 三 高 さ の 中 間 で あ る 第 二 高 さ に 移 動 可 能 で あ る 。 ま
た 、 移 動 体 ２ ８ は 、 車 輪 ２ ０ を 押 圧 す る コ マ ２ ８ ａ や 、 車 輪 ２ ０ の 旋 回 機 構 ２ １ と 噛 み あ
う 歯 部 材 ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ な ど を 有 し て い る 。 コ マ ２ ８ ａ は 、 移 動 体 ２ ８ の 下 端 部 に 設 け ら
れ 、 移 動 体 ２ ８ が 第 一 高 さ （ 最 も 下 方 ） に 移 動 し た と き に 、 車 輪 ２ ０ を 押 圧 し て 車 輪 ２ ０
の 回 転 を ロ ッ ク す る 。 歯 部 材 ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ は 、 移 動 体 ２ ８ が 第 一 高 さ （ 最 も 下 方 ） 、 お
よ び 、 第 三 高 さ （ 最 も 上 方 ） に 移 動 し た と き に 、 車 輪 ２ ０ の 旋 回 機 構 ２ １ と か み 合 っ て 、
車 輪 ２ ０ の 旋 回 を ロ ッ ク で き る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 こ の 歯 部 材 ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ と 旋 回 機 構 ２ １ と の 噛 み 合 い に つ い て 簡 単 に 説 明 す
る 。 旋 回 機 構 ２ １ に は 、 高 さ の 異 な る ２ 枚 の 板 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ が あ る 。 下 方 の 板 材 ２ １
ａ の 中 央 に は 偏 心 円 状 の 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 方 の 板 材 ２ １ ｂ は 、 略 半 円 形
状 の 板 材 で あ り 、 そ の 側 面 は 凸 凹 が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 移 動 体 ２ ８ も 、 上 方 の 歯 部 材
２ ８ ｃ と 下 方 の 歯 部 材 ２ ８ ｂ の ２ つ を 有 し て い る 。 そ し て 、 上 方 の 歯 部 材 ２ ８ ｃ の 側 面 形
状 は 、 上 方 の 板 材 ２ ８ ｂ の 側 面 と 対 応 す る よ う な 凸 凹 で あ る 。 ま た 、 下 方 の 歯 部 材 ２ ８ ｂ
の 形 状 は 、 下 方 の 板 材 ２ ８ ａ の 貫 通 孔 と 対 応 す る 偏 心 円 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 移 動 体 ２ ８ が 第 一 高 さ （ 最 も 下 方 ） に 位 置 す る と 、 上 方 の 歯 部 材 ２ ８ ｃ の 凸 凹
が 上 方 の 板 材 ２ １ ｂ の 凸 凹 と 噛 み 合 う た め 、 旋 回 機 構 ２ １ の 旋 回 が ロ ッ ク さ れ る 。 ま た 、
移 動 体 ２ ８ が 第 三 高 さ （ 最 も 上 方 ） に 位 置 す る と 、 下 方 の 歯 部 材 ２ ８ ｂ が 下 方 の 板 材 ２ １
ａ の 貫 通 穴 と 噛 み あ う （ は ま り 込 む ） た め 、 旋 回 機 構 ２ １ の 旋 回 が ロ ッ ク さ れ る 。 移 動 体
が 第 二 高 さ （ 中 間 高 さ ） に 位 置 す る 場 合 は 、 ２ つ の 歯 部 材 ２ ８ ｂ 、 ２ ８ ｃ は 、 ２ つ の 板 材
２ １ ａ ， ２ １ ｂ の い ず れ と も 噛 み あ わ な い た め 、 旋 回 機 構 の 旋 回 ２ １ が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 移 動 体 ２ ８ が 第 一 高 さ （ 最 も 下 方 ） に 移 動 す る と 、 コ マ ２ ８ ａ に よ り 車 輪
２ ０ の 回 転 が 、 歯 部 材 ２ ８ ｃ に よ り 車 輪 ２ ０ の 旋 回 が ロ ッ ク さ れ た 全 ロ ッ ク 状 態 と な る 。
ま た 、 移 動 体 ２ ８ が 第 三 高 さ （ 最 も 上 方 ） に 移 動 す る と 歯 部 材 ２ ８ ｂ に よ り 車 輪 ２ ０ の 旋
回 の み が ロ ッ ク さ れ た 旋 回 ロ ッ ク 状 態 と な る 。 さ ら に 、 移 動 体 が 第 二 高 さ （ 中 間 高 さ ） に
あ る と 、 車 輪 ２ ０ の 旋 回 お よ び 回 転 が 可 能 な ロ ッ ク 解 除 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 移 動 体 ２ ８ の 上 下 移 動 は 、 カ ム ２ ６ の 回 転 、 ひ い て は 、 回 転 軸 ２ ４ の 回 転 に よ っ て
生 じ る 。 言 い 換 え れ ば 、 各 キ ャ ス タ １ ８ は 、 回 転 軸 ２ ４ の 回 転 に よ り 、 そ の ロ ッ ク の 状 態
が 切 り 替 わ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 こ の よ う な キ ャ ス タ １ ８ に 接 続 さ れ た フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ に つ い て 図 ４ を 用 い
て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ の 斜 視 図 で あ る 。 フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ は 、
上 述 し た よ う に 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ に お け る ２ つ の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 同 時 に 切
り 替 え る も の で あ る 。 フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ は 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ に 接 続 さ れ た シ ャ フ ト
３ ４ と 、 操 作 者 に よ り 足 踏 み 操 作 さ れ る ２ つ の ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ と 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ の
動 き を 回 転 運 動 と し て シ ャ フ ト ３ ４ に 伝 達 す る ２ つ の 伝 達 機 構 ３ ６ ， ３ ８ と 、 を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ ャ フ ト ３ ４ は 、 各 キ ャ ス タ １ ８ の 回 転 軸 ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の シ ャ フ ト ３ ４ が
回 転 す る と 回 転 軸 ２ ４ も 回 転 し 、 各 キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 が 切 り 替 わ る よ
う に な っ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 各 ロ ッ ク 機 構 は 、 こ の シ ャ フ ト ３ ４ が 手 前 側 （ 図 ４
に お け る Ｒ Ａ 側 方 向 ） に 回 転 す る と 全 ロ ッ ク 状 態 と な り 、 こ の シ ャ フ ト ３ ４ が 奥 側 （ 図 ４
に お け る Ｒ Ｆ 側 方 向 ） に 回 転 す る と ロ ッ ク 解 除 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ つ の ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ は 、 隣 接 し て 設 け ら れ て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 正 面 か ら
見 て 右 側 の ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ を 足 踏 み 操 作 す る と 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ が 全 ロ ッ ク 状 態
と な る 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 正 面 か ら 見 て 左 側 の 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ を 足 踏 み 操 作
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す る と 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ は 、 操 作 者 に よ る 足 踏 み 操 作 を 受 け 付 け 、 ペ ダ ル 軸 ４ ８ を 中 心 と し
て 回 動 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 足 踏 み 操 作 に よ り 押 下 さ れ た 後 は 、 図 示 し な い バ
ネ に よ り 水 平 に 戻 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ２ つ の 伝 達 機 構 ３ ６ ， ３ ８ は 、 各 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 。 す な わ
ち 、 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ に 対 応 す る ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ と 、 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ に 対 応 す
る 解 除 用 伝 達 機 構 ３ ６ と 、 が あ る 。 各 伝 達 機 構 ３ ６ ， ３ ８ は 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ の 動 き を
シ ャ フ ト ３ ４ に 回 転 運 動 と し て 伝 達 す る も の で 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ と 一 体 に 構 成 さ れ た 操
作 体 ４ ２ ， ４ ６ と 、 シ ャ フ ト ３ ４ に 固 着 さ れ た 受 動 体 ４ ０ ， ４ ４ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 操 作 体 ４ ２ ， ４ ６ は 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ と 一 体 構 成 さ れ て お り 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ が 足
踏 み 操 作 さ れ る と 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ と と も に ペ ダ ル 軸 ４ ８ を 中 心 と し て 回 動 す る 。 こ の
回 動 の 際 に 、 対 応 す る 受 動 体 ４ ０ ， ４ ４ を 押 す 。 受 動 体 ４ ０ ， ４ ４ は 、 シ ャ フ ト ３ ４ に 固
着 さ れ た ブ ロ ッ ク 部 材 で あ り 、 対 応 す る 操 作 体 ４ ２ ， ４ ６ に よ り 押 さ れ る と 、 シ ャ フ ト ３
４ と 共 に 回 転 運 動 す る 。 な お 、 ２ つ の 受 動 体 ４ ０ ， ４ ４ は と も に シ ャ フ ト ３ ４ に 固 着 さ れ
て い る た め 、 こ の ２ つ の 受 動 体 ４ ０ ， ４ ４ は 連 動 し て 回 転 運 動 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 操 作 体 ４ ２ ， ４ ６ お よ び 受 動 体 ４ ０ ， ４ ４ は 、 各 伝 達 機 構 ３ ６ ， ３ ８ ご と に 異 な る 形 状
と な っ て お り 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ の 足 踏 み 操 作 を 互 い に 異 な る 伝 達 効 率 で シ ャ フ ト ３ ４ に
伝 達 す る 。 こ れ に つ い て 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ （ Ａ ） は ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ お よ び
ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ の 側 面 図 で あ り 、 図 ５ （ Ｂ ） は 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ お よ び 解 除 用 伝 達
機 構 ３ ６ の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ の 操 作 体 ４ ６ は 、 ペ ダ ル 軸 ４ ８ よ り 奥 側 か つ 下 方 に 大 き く 延 び 、
ま た 、 受 動 体 ４ ４ は シ ャ フ ト ３ ４ よ り 奥 側 に 延 び た 形 状 と な っ て い る 。 こ こ で 、 ロ ッ ク 用
ペ ダ ル ３ ２ が 足 踏 み 操 作 さ れ る と ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ の 操 作 体 ４ ６ は 上 方 に 移 動 し 、 受
動 体 ４ ４ を 押 し 上 げ る 。 こ の 押 し 上 げ に よ り 、 受 動 体 ４ ４ は シ ャ フ ト ３ ４ と と も に 、 矢 印
Ｒ Ａ 方 向 （ 手 前 方 向 ） に 回 転 す る 。 つ ま り 、 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ の 足 踏 み 操 作 の 動 き は 、
ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ に よ り 、 Ｒ Ａ 方 向 へ の 回 転 運 動 と し て シ ャ フ ト ３ ４ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 解 除 用 伝 達 機 構 ３ ６ の 操 作 体 ４ ２ は 、 ペ ダ ル 軸 ４ ８ よ り 僅 か に 奥 側 か つ 上 方 に 突
出 し た 形 状 と な っ て い る 。 ま た 、 受 動 体 ４ ０ は 、 シ ャ フ ト ３ ４ お よ び 操 作 体 ４ ２ よ り 手 前
側 に 伸 び た 形 状 と な っ て い る 。 こ こ で 、 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ が 足 踏 み 操 作 さ れ る と 解 除 用 伝
達 機 構 ３ ６ の 操 作 体 ４ ２ は ペ ダ ル 軸 ４ ８ を 中 心 と し て 手 前 方 向 （ Ｒ Ａ 方 向 ） に 回 転 運 動 す
る 。 受 動 体 ４ ０ は 操 作 体 ４ ２ で 押 さ れ 、 シ ャ フ ト ３ ４ と と も に 、 Ｒ Ｆ 方 向 、 す な わ ち 、 操
作 体 ４ ２ の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 す る 。 つ ま り 、 ペ ダ ル ３ ０ の 足 踏 み 操 作 の 動 き は 、 解
除 用 伝 達 機 構 ３ ６ に よ り 、 Ｒ Ｆ 方 向 へ の 回 転 運 動 と し て シ ャ フ ト ３ ４ に 伝 達 さ れ る 。 ま た
、 そ の 伝 達 の 方 向 は 、 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ と 反 対 の 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 各 伝 達 機 構 ３ ６ ， ３ ８ は 、 そ の 操 作 体 ４ ２ ， ４ ６ お よ び 受 動 体 ４ ０ ， ４ ４
を 異 な る 形 状 と し て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 伝 達 機 構 ご と に 、 操 作 体 と 受 動 体 と の 接 続 関 係
を 異 な る も の と し て い る 。 こ れ に よ り 、 ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ の 足 踏 み 操 作 を 異 な る 伝 達 効 率
で シ ャ フ ト ３ ４ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を こ の フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ で 同 時 に 切 り 替 え る 際
の 操 作 に つ い て 、 図 ６ 、 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６ は ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 全 ロ ッ ク 状 態
へ の 同 時 切 替 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 ７ は 全 ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 状 態 へ の 同 時 切 替
を 説 明 す る 図 で あ る 。 な お 、 図 ６ 、 図 ７ で は 、 分 か り や す さ の た め に 、 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０
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お よ び 解 除 用 伝 達 機 構 ３ ６ を 破 線 で 示 し て い る 。 ま た 、 シ ャ フ ト ３ ４ の 回 転 状 態 を 分 か り
や す く す る た め 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 に お け る シ ャ フ ト ３ ４ の 頂 点 位 置 に 黒 丸 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 は じ め に 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 全 ロ ッ ク
状 態 に 切 り 替 え る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ロ ッ ク 解 除 状 態 に お い て 、 解 除 用 伝 達 機 構 ３ ６
の 操 作 体 ４ ２ と 受 動 体 ４ ０ は 離 れ て お り 、 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ の 操 作 体 ４ ６ と 受 動 体 ４
４ は 当 接 し た 状 態 と な っ て い る （ 図 ６ （ Ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 が ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ を 足 踏 み 操 作 す る と 、 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ と 一 体
で あ る ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ の 操 作 体 ４ ６ が 、 ペ ダ ル 軸 ４ ８ を 中 心 と し て 手 前 方 向 （ Ｒ Ａ
方 向 ） に 回 転 移 動 す る （ 図 ６ （ Ｂ ） 参 照 ） 。 こ の 操 作 体 ４ ６ の 回 転 移 動 を 受 け て 受 動 体 ４
４ は 、 シ ャ フ ト ３ ４ と と も に 、 手 前 方 向 （ Ｒ Ａ 方 向 ） に 回 転 す る 。 な お 、 シ ャ フ ト ３ ４ が
回 転 す る と 、 シ ャ フ ト に 固 着 さ れ た 解 除 用 伝 達 機 構 ３ ６ の 受 動 体 ４ ０ も 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 シ ャ フ ト ３ ４ が Ｒ Ａ 方 向 に 回 転 す る と 、 シ ャ フ ト ３ ４ に 連 結 さ れ た 各 キ ャ ス タ １ ８ の ロ
ッ ク 機 構 に お け る 回 転 軸 ２ ４ （ 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ 参 照 ） も 回 転 す る こ と と な る 。 そ し て 、 こ
の 回 転 軸 ２ ４ の 回 転 に よ り 、 各 キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 は 、 車 輪 の 旋 回 と 回 転 と が ロ ッ
ク さ れ た 全 ロ ッ ク 状 態 と な る 。 す な わ ち 、 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ を 足 踏 み 操 作 す る こ と に よ
り 、 シ ャ フ ト ３ ４ に 連 結 さ れ た 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 が 同 時 に 、 全 ロ ッ ク 状
態 に 切 り 替 わ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 操 作 者 の 足 を ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ か ら 外 す と 、 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ は 図 示 し な い バ ネ の
力 に よ り 水 平 状 態 に 戻 る （ 図 ６ （ Ｃ ） 参 照 ） 。 一 方 、 シ ャ フ ト ３ ４ お よ び 各 キ ャ ス タ １ ８
の 回 転 軸 は 回 転 し た 状 態 の ま ま で 維 持 さ れ る 。 す な わ ち 、 全 ロ ッ ク 状 態 の ま ま で 維 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 、 全 ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 状 態
に 切 り 替 え る 場 合 に つ い て 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 全 ロ ッ ク 状 態 に お い て 、 解 除 用 伝 達 機
構 ３ ６ の 操 作 体 ４ ２ と 受 動 体 ４ ０ は 当 接 し て お り 、 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ３ ８ の 操 作 体 ４ ６ と
受 動 体 ４ ４ と は 離 れ た 状 態 と な っ て い る （ 図 ７ （ Ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 が 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ を 足 踏 み 操 作 す る と 、 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ と 一 体 で あ
る 解 除 用 伝 達 機 構 ３ ６ の 操 作 体 ４ ２ が 手 前 方 向 （ Ｒ Ａ 方 向 ） に 回 転 移 動 し 、 受 動 体 ４ ０ を
押 す （ 図 ７ （ Ｂ ） 参 照 ） 。 解 除 用 伝 達 機 構 ３ ６ の 受 動 体 ４ ０ は 、 シ ャ フ ト ３ ４ と と も に 、
奥 方 向 （ Ｒ Ｆ 方 向 ） 、 す な わ ち 、 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ を 足 踏 み 操 作 し た と き と は 反 対 方 向
に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の シ ャ フ ト ３ ４ の 回 転 に よ っ て 、 シ ャ フ ト ３ ４ に 連 結 さ れ た 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の
ロ ッ ク 機 構 の 回 転 軸 も 回 転 し 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 と な る 。 す な わ ち 、 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ を 足
踏 み 操 作 す る こ と に よ り 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 が 同 時 に 、 ロ ッ ク 解 除 状 態
と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 操 作 者 の 足 を 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ か ら 外 す と 、 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ は 図 示 し な い バ ネ の 力 に
よ り 水 平 状 態 に 戻 る 一 方 で 、 シ ャ フ ト ３ ４ お よ び 各 キ ャ ス タ １ ８ の 回 転 軸 は 回 転 し た 状 態
の ま ま で 維 持 さ れ る （ 図 ７ （ Ｃ ） 参 照 ） 。 す な わ ち 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 の ま ま で 維 持 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ３ ２ お よ び 解 除 用 ペ ダ ル ３ ０ を 足 踏 み 操 作 す る
こ と に よ り 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 同 時 に 切 り 替 え る こ と が で
き る 。 こ の と き 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 お よ び 全 ロ ッ ク 状 態 の い ず れ に 切 り 替 え る 場 合 で も 、 操
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作 者 が 行 な う 操 作 は ペ ダ ル ３ ０ ， ３ ２ の 足 踏 み 操 作 で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 に よ
れ ば 、 複 数 の ロ ッ ク 機 構 を 、 同 じ 動 作 で 異 な る 状 態 に 同 時 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 操 作 者 に 混 乱 を 生 じ さ せ る こ と な く 、 複 数 の キ ャ ス タ １ ８ に お け る ロ ッ ク 機 構
の 作 動 状 態 を 同 時 に 切 り 替 え る こ と が で き 、 よ り 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 後 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ ｃ ， １ ８ ｄ に お け る ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 切 り 替 え る リ ア 切
替 機 構 １ ６ に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ に リ ア 切 替 機 構 １ ６ の 斜 視 図 を 示 す 。 な お 、 後 ２ 輪 の
キ ャ ス タ の 構 成 は 、 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ と ほ ぼ 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 、 そ の 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 リ ア 切 替 機 構 １ ６ の 基 本 的 構 成 は 、 フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ と 同 じ で あ る 。 た だ し 、 リ ア
切 替 機 構 １ ６ は 、 全 ロ ッ ク 状 態 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 に 加 え 、 車 輪 の 旋 回 の み を ロ ッ ク す る 旋
回 ロ ッ ク 状 態 に も 切 替 可 能 で あ る 点 が フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ と 異 な る 。 す な わ ち 、 フ ロ ン
ト 切 替 機 構 １ ４ は ２ 状 態 に 切 替 可 能 で あ る の に 対 し 、 リ ア 切 替 機 構 １ ６ は ３ 状 態 に 切 替 可
能 で あ る 。 以 下 、 こ の リ ア 切 替 機 構 １ ６ の 構 成 に つ い て 詳 説 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 リ ア 切 替 機 構 １ ６ は 、 フ ロ ン ト 切 替 機 構 １ ４ と 同 様 に 、 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ に 連 結 さ れ
た シ ャ フ ト ６ ８ と 、 ２ つ の ペ ダ ル ５ ０ ， ５ ２ と 、 こ の ２ つ の ペ ダ ル ５ ０ ， ５ ２ に 対 応 し て
設 け ら れ た ２ つ の 伝 達 機 構 ５ ４ ， ５ ６ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 背 面 向 か っ て 右 側 の 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ を 足 踏 み 操 作 す る と 、 各
キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 は 全 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 わ る 。 ま た 、 背 面 向 か っ て 左 側 の 旋 回
ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ を 足 踏 み 操 作 す る と 、 各 ロ ッ ク 機 構 は 旋 回 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 わ る 。
さ ら に 、 こ の ２ つ の ペ ダ ル ５ ０ ， ５ ２ を 同 時 に 足 踏 み 操 作 す る と 、 各 ロ ッ ク 機 構 は ロ ッ ク
解 除 状 態 に 切 り 替 わ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ２ つ の 伝 達 機 構 ５ ４ ， ５ ６ は 、 こ の ２ つ の ペ ダ ル ５ ０ ， ５ ２ に 対 応 し て 設 け ら れ る 。 各
伝 達 機 構 ５ ４ ， ５ ６ は 、 ペ ダ ル ５ ０ ， ５ ２ と 一 体 で 構 成 さ れ た 操 作 体 ６ ２ ， ６ ６ と 、 操 作
体 ６ ２ ， ６ ６ の 運 動 を シ ャ フ ト ６ ８ に 回 転 運 動 と し て 伝 達 す る 受 動 体 ６ ０ ， ６ ４ と 、 を 有
し て い る 。 操 作 体 ６ ２ ， ６ ６ お よ び 受 動 体 ６ ０ ， ６ ４ は 各 伝 達 機 構 ５ ４ ， ５ ６ ご と に 異 な
る 形 状 と な っ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 伝 達 機 構 ご と に 、 操 作 体 と 受 動 体 と の 接 続 関 係 が 異
な っ て い る 。 そ の た め 、 ペ ダ ル ５ ０ ， ５ ２ の 足 踏 み 操 作 が 異 な る 伝 達 効 率 で シ ャ フ ト ６ ８
に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の ２ 組 の ペ ダ ル ５ ０ ， ５ ２ お よ び 伝 達 機 構 ５ ４ ， ５ ６ の 形 状 に つ い て 図 ９ を 用 い て 簡
単 に 説 明 す る 。 図 ９ （ Ａ ） は 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ お よ び 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 側 面
図 で あ り 、 図 ９ （ Ｂ ） は 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ お よ び 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４ の 側 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 操 作 体 ６ ６ お よ び 受 動 体 ６ ４ は 、 い ず れ も 、 ペ ダ ル 軸 ５ ８ お
よ び シ ャ フ ト ６ ８ よ り 奥 側 大 き く 延 び た 形 状 と な っ て い る 。 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ が 足 踏
み 操 作 さ れ る と 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 操 作 体 ６ ６ は 、 ペ ダ ル 軸 ５ ８ を 中 心 と し て 手 前
方 向 （ Ｒ Ａ 方 向 ） に 回 転 運 動 す る 。 そ し て 、 操 作 体 ６ ６ に 押 さ れ 、 受 動 体 ６ ４ お よ び シ ャ
フ ト ６ ８ も Ｒ Ａ 方 向 、 す な わ ち 、 操 作 体 ６ ６ と 同 じ 方 向 に 回 転 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 全 ロ
ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ の 足 踏 み 操 作 は 、 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ に よ り 、 Ｒ Ａ 方 向 の 回 転 運 動
と し て シ ャ フ ト ６ ８ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４ の 操 作 体 ６ ２ は 上 方 に 突 き 出 た 形 状 と な っ て お り 、 受
動 体 ６ ０ は 下 方 か つ 操 作 体 ６ ２ よ り 手 前 側 に 位 置 す る 形 状 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 旋
回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ が 足 踏 み 操 作 さ れ る と 、 受 動 体 ６ ０ お よ び シ ャ フ ト ６ ８ は 、 操 作 体
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６ ２ の 回 転 方 向 （ Ｒ Ａ 方 向 ） と 逆 方 向 （ Ｒ Ｆ 方 向 ） に 回 転 す る 。 す な わ ち 、 旋 回 ロ ッ ク 用
ペ ダ ル ５ ０ の 足 踏 み 操 作 は 、 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４ に よ り 、 Ｒ Ｆ 方 向 の 回 転 運 動 と し
て シ ャ フ ト ６ ８ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 複 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を こ の リ ア 切 替 機 構 １ ６ で 同 時 に 切 り 替 え る 際 の 操
作 に つ い て 図 １ ０ ～ 図 １ ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ ０ は ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 全 ロ ッ ク 状 態
へ の 同 時 切 替 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 １ １ は ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 旋 回 ロ ッ ク 状 態 へ の 同 時
切 替 を 説 明 す る 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ２ は 全 ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 状 態 へ の 同 時 切 替
を 説 明 す る 図 で あ る 。 ま た 、 以 下 の 図 で は 、 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ お よ び 旋 回 ロ ッ ク 用
伝 達 機 構 ５ ４ を 破 線 で 示 し 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 に お け る シ ャ フ ト の 頂 点 位 置 に 黒 丸 を 付 し て
い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 は じ め に 、 後 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 全 ロ ッ ク
状 態 に 切 り 替 え る 場 合 に つ い て 図 １ ０ を 参 考 に 説 明 す る 。 ロ ッ ク 解 除 状 態 で は 、 全 ロ ッ ク
用 伝 達 機 構 ５ ６ お よ び 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４ は 、 い ず れ も 操 作 体 ６ ６ ， ６ ２ お よ び 受
動 体 ６ ４ ， ６ ０ が 離 れ た 状 態 と な っ て い る （ 図 １ ０ （ Ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 が 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ を 足 踏 み 操 作 す る と 、 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ と
一 体 で あ る 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 操 作 体 ６ ６ が 手 前 方 向 に 回 転 運 動 し 、 受 動 体 ６ ４ を
押 す （ 図 １ ０ （ Ｂ ） 参 照 ） 。 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 受 動 体 ６ ４ は 、 シ ャ フ ト ６ ８ と と
も に 、 手 前 方 向 （ Ｒ Ａ 方 向 ） に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 シ ャ フ ト ６ ８ が Ｒ Ａ 方 向 に 回 転 す る と 、 シ ャ フ ト ６ ８ に 連 結 さ れ た 各 キ ャ ス タ １ ８ の ロ
ッ ク 機 構 に お け る 回 転 軸 ２ ４ （ 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ 参 照 ） も 回 転 す る 。 そ し て 、 こ の 回 転 軸 の
回 転 に よ り 、 各 キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 は 、 車 輪 の 旋 回 と 回 転 と が ロ ッ ク さ れ た 全 ロ ッ
ク 状 態 と な る 。 す な わ ち 、 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ を 足 踏 み 操 作 す る こ と に よ り 、 シ ャ フ ト
６ ８ に 連 結 さ れ た 後 ２ 輪 の キ ャ ス タ の ロ ッ ク 機 構 が 同 時 に 、 全 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 え ら れ
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 操 作 者 の 足 を 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ か ら 外 す と 、 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ は 図 示 し な い バ
ネ の 力 に よ り 水 平 状 態 に 戻 る 一 方 で 、 シ ャ フ ト ６ ８ お よ び 各 キ ャ ス タ の 回 転 軸 は 回 転 し た
状 態 の ま ま で 維 持 さ れ る 。 す な わ ち 、 全 ロ ッ ク 状 態 の ま ま で 維 持 さ れ る （ 図 １ ０ （ Ｃ ） 参
照 ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 後 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 旋 回 ロ ッ ク 状
態 に 切 り 替 え る 場 合 に つ い て 図 １ １ を 用 い て 説 明 す る 。 操 作 者 が 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０
を 足 踏 み 操 作 す る と 、 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ と 一 体 で あ る 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４ の
操 作 体 ６ ２ が 手 前 方 向 に 回 転 運 動 し な が ら 、 受 動 体 ６ ０ を 押 す （ 図 １ １ （ Ｂ ） 参 照 ） 。 受
動 体 ６ ０ は 、 操 作 体 ６ ２ の 動 き を 受 け て 、 操 作 体 の 回 転 方 向 と は 逆 方 向 で あ る Ｒ Ｆ 方 向 、
す な わ ち 、 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ を 足 踏 み 操 作 し た と き と は 反 対 方 向 に 回 転 す る 。 受 動 体
６ ０ の 回 転 の 際 に は 、 受 動 体 が 固 着 さ れ た シ ャ フ ト ６ ８ も 回 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 シ ャ フ ト ６ ８ が Ｒ Ｆ 方 向 に 回 転 す る と 、 シ ャ フ ト ６ ８ に 連 結 さ れ た 各 キ ャ ス タ １ ８ の ロ
ッ ク 機 構 に お け る 回 転 軸 ２ ４ （ 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ 参 照 ） も 回 転 し 、 各 キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク
機 構 が 車 輪 の 旋 回 の み ロ ッ ク さ れ た 旋 回 ロ ッ ク 状 態 と な る 。 す な わ ち 、 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ
ル ５ ０ を 足 踏 み 操 作 す る こ と に よ り 、 シ ャ フ ト ６ ８ に 連 結 さ れ た 後 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の
ロ ッ ク 機 構 が 同 時 に 、 旋 回 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 後 ２ 輪 の キ ャ ス タ １ ８ の ロ ッ ク 機 構 を 同 時 に 、 旋 回 ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 状
態 に 切 り 替 え る 場 合 に つ い て 図 １ ２ を 用 い て 説 明 す る 。 旋 回 ロ ッ ク 状 態 に お い て 、 全 ロ ッ
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ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 操 作 体 ６ ６ と 受 動 体 ６ ４ は 当 接 し て お り 、 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４
の 操 作 体 ６ ２ と 受 動 体 ６ ０ と は 離 れ た 状 態 と な っ て い る （ 図 １ ２ （ Ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 が 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ と 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ と を 同 時 に 足 踏 み 操
作 す る と 、 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４ お よ び 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 操 作 体 ６ ２ ， ６ ６
が 手 前 方 向 に 回 転 し な が ら 、 対 応 す る 受 動 体 ６ ０ ， ６ ４ を 押 す （ 図 １ ２ （ Ｂ ） 参 照 ） 。 こ
れ に よ り 、 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ６ の 受 動 体 ６ ４ は Ｒ Ａ 方 向 （ 操 作 体 ６ ６ と 同 じ 方 向 ） に
、 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 ５ ４ の 受 動 体 ６ ０ は Ｒ Ｆ 方 向 （ 操 作 体 ６ ２ と 反 対 方 向 ） に 、 回 転
運 動 し よ う と す る 。 つ ま り 、 ２ つ の 受 動 体 ６ ０ ， ６ ４ は 互 い に 反 対 方 向 へ 回 転 運 動 し よ う
と す る 。 そ の た め 、 一 方 の 伝 達 機 構 が 他 方 の 伝 達 機 構 の 動 き を 制 限 す る こ と と な る 。 し た
が っ て 、 シ ャ フ ト ６ ８ は 、 ２ つ の 伝 達 機 構 ５ ４ ， ５ ６ に よ り 与 え ら れ る 回 転 の 中 立 回 転 位
置 （ 図 １ ２ に お い て 付 さ れ た 黒 丸 が 頂 点 と な る 位 置 ） ま で 回 転 し 、 停 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の シ ャ フ ト ６ ８ の 中 立 回 転 位 置 ま で の 回 転 に よ っ て 、 シ ャ フ ト ６ ８ に 連 結 さ れ た 後 ２
輪 の キ ャ ス タ の ロ ッ ク 機 構 の 回 転 軸 も 中 立 回 転 位 置 ま で 回 転 し 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 と な る 。
す な わ ち 、 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ お よ び 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ を 同 時 に 足 踏 み 操 作 す る
こ と に よ り 、 後 ２ 輪 の キ ャ ス タ の ロ ッ ク 機 構 が 同 時 に 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 動 き は 、 全 ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 状 態 に 切 り 替 え る 場 合 も 同 様 で あ る 。 す な わ
ち 、 全 ロ ッ ク 状 態 に お い て 、 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ０ お よ び 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル ５ ２ を 同 時
に 足 踏 み 操 作 す る と 、 シ ャ フ ト ６ ８ は 中 立 回 転 位 置 ま で 回 転 し 、 シ ャ フ ト ６ ８ に 連 結 さ れ
た 複 数 の ロ ッ ク 機 構 は ロ ッ ク 解 除 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の ２ つ の ペ ダ ル の 同 時 足 踏 み 操 作 に お い て も 、 操 作 者 が 行 な う 操 作 は 、 他 の 状 態 へ の
切 り 替 え 時 と 同 じ 足 踏 み 操 作 で あ る 。 す な わ ち 、 い ず れ の 作 動 状 態 に 切 り 替 え る 場 合 で も
同 一 の 操 作 で 行 な う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 に 混 乱 を 生 じ さ せ る こ と が な く 、
よ り 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ２ つ の ペ ダ ル の 同 時 足 踏 み 操 作 を 行 な う こ と
に よ り 、 ２ つ の ペ ダ ル で ３ つ の 状 態 に 切 り 替 え が 可 能 と な る 。 言 い 換 え れ ば 、 切 り 替 え た
い 作 動 状 態 の 数 よ り 少 な い ペ ダ ル 数 で 、 同 時 切 替 が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 ペ ダ ル 数 の
増 加 が 防 止 で き 、 よ り 操 作 者 に と っ て 覚 え や す い 操 作 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 図 ２ 、 図 ４ ～ 図 １ ２ に お い て は 、 ペ ダ ル の 本 体 部 の み を 図 示 し て い る が 、 実 際 は
、 各 ペ ダ ル の 本 体 部 は カ バ ー 体 で 覆 わ れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 カ バ ー 体 は 、 各 ペ ダ ル の 本
体 部 よ り 幅 広 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 カ バ ー 体 を 設 け る こ と に よ り 、 操 作 者 が 足 踏 み
操 作 を 行 な う 領 域 が 広 く な り 、 よ り 操 作 し や す く な る 。 特 に 、 ２ つ の ペ ダ ル を 同 時 足 踏 み
す る 場 合 は 、 カ バ ー 体 で 覆 う こ と に よ り ２ つ の ペ ダ ル が 近 接 し た 状 態 と な る た め 、 同 時 足
踏 み が よ り し や す く な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 と い う 同 一 の 操 作
で 、 全 ロ ッ ク 状 態 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 、 旋 回 ロ ッ ク 状 態 と い う 異 な る 状 態 へ の 切 り 替 え が で
き る 。 し た が っ て 、 操 作 者 は 、 各 状 態 毎 に 異 な る 操 作 を 行 な う 必 要 が な く 、 常 に 同 一 操 作
で ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 切 替 が で き る 。 そ の た め 、 よ り 簡 易 に 複 数 の キ ャ ス タ の ロ ッ ク 機
構 を 同 時 に 切 り 替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 上 述 の 説 明 に お け る 、 各 伝 達 機 構 の 操 作 体 お よ び 受 動 体 の 形 状 は 一 例 で あ り 、 シ
ャ フ ト に 足 踏 み 操 作 を 回 転 運 動 と し て 異 な る 伝 達 効 率 で シ ャ フ ト に 伝 達 で き れ ば 他 の 形 状
で あ っ て も よ い 。 ま た 、 各 ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 の 際 の シ ャ フ ト の 動 き も 、 上 述 の 説 明 に 限
ら な い 。 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 一 方 の ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 で シ ャ フ ト が 一 方 向 へ 、
他 方 の ペ ダ ル の 足 踏 み 操 作 で シ ャ フ ト が 他 方 向 へ 回 転 す る 。 し か し 、 シ ャ フ ト は 常 に 同 一
方 向 に 回 転 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 ペ ダ ル ご と に 回 転 量 が 異 な る よ う に す れ
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ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ペ ダ ル は ２ つ と し て い る が 、 こ れ よ り 多 く て も よ い 。 し た が
っ て 、 例 え ば 、 ペ ダ ル を ３ つ 設 け 、 そ れ ぞ れ の ペ ダ ル が 、 全 ロ ッ ク 状 態 、 旋 回 ロ ッ ク 状 態
、 ロ ッ ク 解 除 状 態 に 対 応 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 一 つ の 切 替 機
構 で ２ つ の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 切 り 替 え て い る が 、 こ れ よ り 多 数 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動
状 態 を 同 時 に 切 り 替 え る よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 複 数 の キ ャ ス タ に 連 結 さ れ 、 フ ロ
ン ト 切 替 機 構 の シ ャ フ ト と 連 動 し て 回 転 す る 第 二 の シ ャ フ ト な ど を 設 け て 、 よ り 多 数 の ロ
ッ ク 機 構 の 同 時 切 替 を 行 な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 現 在 の ロ ッ ク 機 構 の 作 動 状 態 を 示 す イ ン ジ ケ ー タ な ど を 設 け て も よ い 。 す な わ ち
、 シ ャ フ ト や ロ ッ ク 機 構 と 連 動 し て 点 灯 す る ラ ン プ な ど を 超 音 波 診 断 装 置 に 設 け 、 キ ャ ス
タ の ロ ッ ク 機 構 の 状 態 が 視 覚 的 に 認 識 で き る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な イ ン ジ ケ ー タ
を 設 け る こ と に よ り 、 よ り 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 超 音 波 診 断 装 置 の 前 斜 方 向 か ら の 斜 視 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 後 斜 方 向 か ら
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ ロ ン ト 切 替 機 構 に 前 ２ 輪 の キ ャ ス タ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 キ ャ ス タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 キ ャ ス タ の 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ ロ ン ト 切 替 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） は ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 の 側 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 解 除 用 伝 達 機 構 の 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 全 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 え る 際 の 伝 達 機 構 の 動 き を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 全 ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 状 態 に 切 り 替 え る 際 の 伝 達 機 構 の 動 き を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 リ ア 切 替 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） は 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 の 側 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 の
側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 全 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 え る 際 の 伝 達 機 構 の 動 き を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 ロ ッ ク 解 除 状 態 か ら 旋 回 ロ ッ ク 状 態 に 切 り 替 え る 際 の 伝 達 機 構 の 動 き を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 全 ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 解 除 状 態 に 切 り 替 え る 際 の 伝 達 機 構 の 動 き を 示 す 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 １ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 １ ４ 　 フ ロ ン ト 切 替 機 構 、 １ ６ 　 リ ア 切 替 機 構 、 １ ８ 　 キ ャ ス
タ 、 ２ ０ 　 車 輪 、 ２ ２ 　 ロ ッ ク 機 構 、 ２ ４ 　 回 転 軸 、 ３ ０ 　 解 除 用 ペ ダ ル 、 ３ ２ 　 ロ ッ ク
用 ペ ダ ル 、 ３ ４ 、 ６ ８ 　 シ ャ フ ト 、 ３ ６ 　 解 除 用 伝 達 機 構 、 ３ ８ 　 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 、 ４
０ ， ４ ４ ， ６ ０ ， ６ ４ 　 受 動 体 、 ４ ２ ， ４ ６ ， ６ ２ ， ６ ６ 　 操 作 体 、 ４ ８ ， ５ ８ 　 ペ ダ ル
軸 、 ５ ０ 　 旋 回 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル 、 ５ ２ 　 全 ロ ッ ク 用 ペ ダ ル 、 ５ ４ 　 旋 回 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構
、 ５ ６ 　 全 ロ ッ ク 用 伝 達 機 構 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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